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顔の見える地産地消の食とエネルギーづくりみやしろSGDs プロジェクト

現場見学会

佐藤茂夫案内人 NPO再生可能エネルギー推進協会 理事
日本工業大学名誉教授

見学内容
(1)メタン発酵設備 ・手造り装置の構造と機能

・自動運転化とそのための電源設備
(2)液肥 ・液肥の特徴

・液肥利用農作物
(3)圃場 ・不耕起栽培圃場

・ハロウィンカボチャ栽培圃場
・コットン栽培圃場

顔の見える地産地消の食とエネルギーづくり
（呼称：みやしろ SGDs プロジェクト）

方法：メタン発酵によるエネルギー
創出と消化液の液肥利用

方法：多様な土壌微生物による
地力向上

微生物と土づくり（食）
目標：①地産地消農産物生産

②気候変動・異常気象に
対応できる農業

微生物とエネルギー
目標：①地産地消エネルギー創出

②地産地消肥料生産

持続可能な食とエネルギー創出条件



顔の見える地産地消の食とエネルギーづくり
（呼称：みやしろSGDs プロジェクト、三井物産環境基金助成）

生産者と消費者の
顔の見える関係

農業の見える化

食品・食糧の見える化

資源・廃棄物循環
の見える化

エネルギーが必要な
場所で誰もが使える
（電気や燃料を

自分で作る
＝エネルギー

デモクラシー)

エネルギーの見える化

仕事の見える化
（公平な雇用）
新しい仕事の創出
（農業の担い手

の多様化）
お金の見える化
（公平な分配）

利益の見える化

気候変動の
影響の見える化

リスクの見える化
（作物の病気、

肥料の高騰）

参加者の役割と期待される成果



実験設備全体の概要
ソラーパネル 12V  100W

４枚

300L型発酵槽
２基

バイオガス
発電機

脱硫装置

ソラーパネル用
充放電制御器

遠隔監視カメラ
100L型酸発酵槽

２基

ガス貯留
用バッグ

設備の目的
微生物の力を借りて

健康な農作物と健康な土を作る
ための液肥と土壌改良材を製造

ハウス栽培では、農作物に
病気が発生すると蔓延しやすい。

健康な作物は病気が出ても
治癒力があり、病気は蔓延
しない。

(1) メタン発酵設備
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脱硫装置およびガス貯留バルーン

水封装置 脱硫装置

ガスメータ

ガスバルーン
（75cm,140L）

ガスバルーン
（75cm,140L）

ガスバルーン
（75cm,140L）

赤玉土

ガスコンロ

発電機
AC DC

エアーポンプ

エアーポンプ

蓄電池

市販液肥を300倍に希釈したときの濃度： 窒素：167 mg/L    りん：67 mg/L     カリウム：267mg/L

市販液肥

分類 原材料 全窒素 アンモニ
ア性窒素

亜硝酸性
窒素

硝酸性窒
素 全りん カリウム カルシウ

ム pH

ブレン
ド 液肥

鶏糞、米
糠 1820 1400 10未満 10未満 735 1160 19 6.29

ブレンド液肥を10倍に希釈したとき、窒素：182 mg/L りん：73 mg/L カリウム：116 mg/L

ブレンド液肥

ブレンド液肥の成分分析結果
(2) 液肥



蛭田農園における不耕起栽培の取り組み

ズッキーニ
(2020年）

森の中の土のように柔らかく、微生物も見える

(3) 圃場

人類は土壌を痛めつけてきた
肥料を使うことで生産性は
上がるが、土壌中の有機物
の減るスピードが速くなる。
現在のようなスピードで
土壌中の有機物を使って
しまうと増え続ける人類の
食糧をまかないきれなくな
る。

「耕さない」農業が土壌を守る
土壌を耕すと、土壌侵食が起こり
やすくなるだけでなく、土壌表面
の温度上昇や雨粒の影響で土壌中
の団粒がこわれやすくなり、土壌
有機物が失われる。

土壌に炭素を隔離する
土壌有機物として存在する炭素は
(1550Gton)、大気中に含まれる炭素
(800Gton）の約２倍、植物として
存在する炭素(560Gton)の約３倍。
二酸化炭素自体を地中に隔離する
方法(CCS)よりも、簡単で安全かつ
安価な方法。

全世界の土壌炭素を
毎年 4/1000 ずつ

増やそうという取組
（フォーパーミルイニ
シアチブ）をCOP21
（パリ2015年）で採択。

不耕起栽培を提唱する専門家



完全に開しょした実
（３つの房で構成）

採取したコットンの種
(2021年栽培用）

コットン栽培とそのイベント

2020年10月18日

オーガニックコットン
ー 種まきから織物制作まで ー

講師：五十嵐ひろこ氏（南房総市・50noen主宰）

計画イベント（案）

オンライン講座

五十嵐武志さんは、日本工業大学電気電子工学科を卒業、在学中とその後数年は
宮代町内で「みんなの畑」を主宰。



シェフズガーデン
〜カラシナの栽培〜

2021年6月9日

オーナーシェフと夫人（野菜ソムリエ）自らの収穫作業

2021年4月21日2021年3月12日

イタリアンレストランシェフ自慢のマスタード造り

2020年度収穫のカボチャ 2021年栽培品種は
「ハロウィンカボチャ」
と「アトランティック
ジャイアントカボチャ」。
それぞれ100株程度
栽培。


